
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 18日（水）の授業参観終了後に、ランチルームで「学校保健委員会」を開催しました。講師とし

て日本ペップトーク普及協会認定講師の こもだ恵先生 にお越しいただき、『子どものやる気を引き出す

魔法の言葉 ペップトーク』と題して、対面による講演会を行いました。 

ペップトークとは、相手のやる気を引き出すための、短く、わかりやすく、前向きな言葉かけだそうで

す。ペップトークの4つのステップは、①受容（事実の受け入れ）、②承認（とらえかた変換）、③行動（し

てほしい変換）、④激励（背中のひと押し）です。この４つのステップを順番に使うことで子どもたちの

やる気を引き出し、勇気を与える激励のメッセージを伝えることができます。 

比地小学校でも、「ありがとう」の気持ちと言葉を大切に、ペップトークを増やし、子どもたちの自尊

感情を高めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2学期より、毎月第３火曜日の全校集会で「えがお集会」を実施しています。階段に掲示してある「えがおカード」

を、各学年代表２名と職員２名が全校生に紹介し、賞賛していきます。  

 １回目（９月２４日）、２学期のめあてと頑張ることの発表をしました。職員からは、笑顔で気持ちの良い挨拶が

毎日できている児童の紹介がありました。 

 ２回目（１０月１５日）、掃除を頑張っているペア学年（他学年）の人の紹介をしました。職員からは、掃除の取

り掛かりが毎回早い児童や、みんなのために進んで動いている児童の紹介がありました。 

 全校生の「えがおカード」がどんどん増えています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

文責 宇川 智典 

合い言葉 

みんなが笑顔 

爺 陽 の 空 へ 
１ 


